









































































































ければならないほど彼女が無能であると うよりは、地味で自己主張がなさそう いうイメージのせい 、必要以上に感情をぶつけられやすいと言った方が正しい。仕事以前の問題 して、まず自分存在まともに認めても うことすら叶わな 。それが彼女の日常なのである。　
さらに、こうした職場環境に対し、なんらかの改善もしくは抵抗
を試みようという意思がのこ自身からまったく感じられないことも、仕事による自己実現にあらかじめ挫折していることの証左といる。 「ブタめ！」 暴言を吐いた男性社員に対し、目を合わせることなく背を向けたままの彼女 考えていたのは「男の人でたまにすごく嫌悪感をぶつ てくる人がいる／何か悪いこ をしたかもしれないけど身に覚えがなくて／でも
 べつに気にしないの／
あたし昔からそうだから」 （第一話） いうことであったし、係長の叱責にも、頭の中で「あたしがおと しいからって当たりやがて……」と思いはするが、実際に口答 する なことはない。自
分にふりかかるあらゆる理不尽を「べつに気にしない」という一言で処理できてしまうことは、彼女の鈍感さにのみ回収されるものではなく、仕事を通じた成長 いうテーマの排除を強く感じ せ 。　
では、この作品が職場を舞台に描き出そうとしているものは一体
なにか――それは「一般職コミュニティ」だ。もっと端的に言えば「女だらけの世界」である。そして女だらけのこの世界においては、ほとんどすべての構成員が 女が女を格付けするゲーム」に参加している。恋愛、美醜、ファッションなど、評価の対象となる事項は多岐にわたるが、厄介なことにこのゲームは総合職という「外部」から気取られないような方法で行われるため、表面上は一般職の連帯が演出され、彼女たちが闘争のモードにあること 基本的にコミュニティの「内部」でしか知られる が い。つまり、女 ちは闘争と連帯という、相反す 行動を同時に遂行す 必要があるのだ。　
もちろん、ゲームに参加しないという選択肢もあるが、闘争と連











方が「一般職コミュニティ」という限定的 場所（ 「そ から逃げ出してはならな 」 ）において遂行されるという状況はまさにブルバインド」によって精神疾患が引き起こされる条件と一致している。本来両立しえない二重基準を無理に両立 せよ とすれば、そこに精神バランスの乱れが生起すること 避けられないことなの
だ。さらに、連帯と闘争のくり返しが長期にわたれば、その分「ダブルバインド」状態も増幅されてゆく。このよう して女たちはゲームを降りるという発想それ自体から遠ざけられてゆくのだ。　
作中、美人で派手で、数人のとりまきと常に行動をともにしてい
るＯＬ・橘マユミが、ある日、とりまきのひとりである千夏に話しかけられても取り合おうとしなかった自分の心変わ を「フツウだけど」 （第十話）と評価し、戸惑う千夏を置き去りにする冷酷さを見せながらも、そのことを男性社員に気づかれないよう 振舞っている様子は、このゲームの「勝ちパターン」が何である かということと同時に、千夏に勝利したマユミこそがより強力な「ダブルバインド」状態にあることをよく表している。女 女の加害者となり同時に被害者にもなりえる いう反転可能性を巧みに操作でき ければ、ゲームに勝ち続けることはできないが（千夏はマユミとの安定的な関係を過信したため敗北を喫することになった）ゲームに勝ち続けることはまさに「ダブルバインド」の渦中 ある いうことなのだ。マユミの場合、勝気な性格のために自分が「ダブルバインド」状態にあるという自覚を持つことはない。しかし、精神バランスの乱れは「いら立ち」に形を変えてマユミを襲うことにな 。　
のこが発注ミスの濡れ衣を着せられ「人生の敗北者が送り込まれ




のこという存在の欠落がマユミの「ダブルバインド」状態に揺さぶりをかけて ることをあらわすものだ。 「一般職コミュニティ」の中に、のこがいて自分がいて、連帯を仮構しながらその一方でのこを打ちのめす とによって保たれていた「ダブルバインド」という名の均衡が揺らぐ時、マユミの眉間にはしわが寄り、前髪は乱れ、会社帰りにはのこ達「地下室」組が利用する裏口でわざわざ待ち伏せしてのこに攻撃を加えよう すらし しまう。のこに濡れ衣を着せたのは、誰あろうマユミ自身なのである。そうであるに 関わらず、のこ 姿がフロア 見えなくなった途端、自ら追放を企てたそのターゲット 様子を見 行ってしまうマユミの様子は、すでにひとつ 「症状」を呈していると言えるだろ 。　
つまり、のこに対するマユミの執着は単なる「ブスいじめ」など








装置として機能しているという点である。女たちはただ好き勝手に格付けゲームに興じ「ダブルバインド」に陥っているわけではない。一般職は総合職の存在を不可欠とする依存的なシステムによって運営されており、企業内 おけるコース別雇用管理制度（総合職／一般職）が存在するからこそ「女だらけの世界」もまた存在しのであって、両者が別個のも として自律的に運営されるということはあり得ないのだ。そして「総合職コミュニティ＝男だらけの世界」は「一般職コミュニティ」内においては「男の視線」として変奏される。 「男の視線」を意識し、 面化することによって「一般職コミュニティ」は運営されているのだ。女同士の格付けゲームが美醜やファッションに重きを置くのも「男の視線」が内面化されいることのあらわ と言えるだろう。　
男女雇用機会均等法成立以降、女性の社会進出が促進される一方







を好きなだけ好きなように」できるのが労働の「理想」となった方で、旧態依然とでもいうべき働き方、すなわち公領域をカバーする総合職の支援という大義名分のもと 一般職 総合職 影となっ
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て私領域をカバーするという働き方を維持する「現実」を突き進んだ経緯を考えれば、安野が『脂肪という名の服を着て』で描きだそうとしたのが「仕事による自己実現」 「理想」ではなく、女が働く いうことの「現実」の方であったことはもちろん、 「現実」を描 ために「一般職コミュニティ」を取りあげたことがいかに適切であったかが了解されよう。　
そして皮肉なことではあるが『脂肪という名の服を着て』の連載









『働きマン』は「男の労働」を女主人公に体現させ、同時に「男の労働」を擬態し「男並み」に働くことで「女の労働」が受け入れられているという「現実」を描いているのである。さらに、本作の掲載媒体が成人男性向けマンガ雑誌（講談社『モーニング』 ）であったことを考え合わせれば、男に変身すると う形 「女の労働」を描い 、 「男の語法」の利用であると評価することもできるだろう。 『働きマン』は、まだ連載終了を迎えていないため、こような分析を確定的なものとして記述することについては慎重を要するが、少なくとも現時点でこの作品が「男の語法」を用 て男ちの拒否反応をかわしながら「女 労働」のなんたるかを描きだしていることは間違い い　「男の労働」と「女の労働」の関係について、江原由美子は





している。江原の理論を敷衍すれば『脂肪と言う名の服を着て』において女同士の格付けゲームが総合職という「活動の主体」の目にふれな ところで行われるのは、それが 女」の ふるま いう位置づけを超えて「効力あ 行為」とみなされることを避けるため、もしくは、女たちの闘争が発覚するこ で「活動の主体」「効力ある行為」を行使し「一般職コミュニティ」に介入 くる
一九〇
のを避けるためであるという分析が可能だ。また『働きマン』において、松方が「男スイッチ」を入れることによって「働きマン」に変身することは、一時的にではあっても「男並み」にふるまって「活動の主体」としての体面を獲得する方が自らの仕事を「効力ある行為」であると周囲に認識させる上で都合がいい を経験的に知っているからであ 。そして、いずれの作品にお ても「女の労働」には「男の視線」が介在していること、労働環境や労働意欲の違いを超えてあらゆる「女の労働」が「男の視線」とかかわりを持つものとして位置付けられていることは、安野作品 おけ 労働の問題糸を貫く「方針」のひとつに数えるべきものであろう。
三
　『脂肪と言う名の服を着て』の中で「男の視線」を表象するもの、それは「ロッカールーム」である。この作品にお てロッカールームは、単なる更衣室ではない。なぜならそこが、男の目をのがれつつ、男のために衣服を着替え、めかすための空間だからだ。ロッカールー 中で女たちは「男の視線」を遮りながら「男の視線」を内面化してゆく。実在の「男の視線」と、非実在もしくは観念としての「男の視線」――職場 中でこれらレベルの異なる「男の視線」が交差しうる場所は、ロッカールームとトイレぐらいしかない
（かつてはここに「給湯室」も加わったのだが、いわゆる「お茶汲









ラ・ペルラ）を身につけるマユミ、そしてすぐ隣には「ＰＪ」 （低価格だが可愛い下着で人気を集める日本のブランド ピーチ・ジョンのこと）を身につける千夏がいて、お互い 下着を褒め合っている。しかし千夏は「ペルラにゃかな ません」と、自分が格下であることを早々に認め、マユミのことを羨ましが 様子だ。あっさり 勝敗が決したこと 少し物足り さを感じたのであろうか、マユミは、自分たちから少し離れた ころで着替え のこに向 って「下着どこの～」と尋ねる。のこは一瞬「ビク」っとし「オタオタ」しながら「あっ……／あたしはそんなの…／…………普通のやつ／イトーヨーカドーで…………」と答える。ペルラ対イトーヨーカドー。この勝負がマユミ 圧勝であることは火を見るより明らかだ。 こは恥ずかしさのためロッカーの中にのめりこむよ
安野モヨコ作品における労働の問題系
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様子が見てとれる。汗をかき、髪を振り乱しながらロッカーに体当たりし、夢中になって蹴り 入れ続けるのこの周囲に大きく描かれた「ガンッ」 「ゴン」 「ガァン」 「ダァン」と う破壊音は最前景に配置され、のこの怒りの大きさと同期しているかのようだ《図２》 。
　
のこの怒りはもっともだ。しかし、なぜのこの怒りがマユミでは




































のこに執着していたマユミにいたっては「やめてよ／さわんないで／ぞっとするわ」 （第十四話）と叫ぶと、走ってロッカールームに逃げ込んでしまう（この時、 がロッカールームに逃げ込むのはたいへん象徴的だ） 。しかし がりがり 痩せたのこが「知らん」と言われたり「ぞっとする」と言われるのは至極当 り前とのように思 れる。なぜなら、の が作り上げた新しい自己イメージには、誰の視線も内面化されてはいないからだ。自分だけで作り上げた自己イメージは、言ってみ ば無菌室のようなものであり、他者という名の異物を受け入れるよう は出来 ない。やが
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　『脂肪という名の服を着て』のラストシーンは、 「あたしは裸じゃない／脂肪という名の服を着ているのだ ら」 （エピローグ） いうのこの内語で終わっている。壮絶なダイエット、そして 絶対的な孤独を経験したのこが脂肪に対して抱 て るイメージは「あた
































































一年）の主人公は恋愛狂 フリーター、 『カメレオン・アーミー』 （一九九





































集英社）には、たったふたりの女性社員 構成される「一般職コミュニティ」が描かれるが、ふたりは自分たちを闘争へと導く真の原因が何であるかには気づいていない。もちろんこの作品に 「女の労働」 「現実」は描かれている 、のこによるロッカール ム破壊のような「暴挙」によって新たな局面を迎えるといったブレイクスルーは描かれない。
